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日
本
銀
行
旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館

来
館
者
数
が
八
〇
万
人
を
突
破
！

▼
今
年
で
開
館
八
周
年
を
迎
え
た
日
本
銀

行
旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
で
は
、
去
る

五
月
十
日
、
八
○
万
人
目
の
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

八
○
万
人
目
の
座
を
射
止
め
た
の
は
、

道
内
の
滝
川
市
か
ら
自
主
研
修
の
た
め
に

来
館
さ
れ
た
中
学
生
の
五
人
グ
ル
ー
プ
で
、

代
表
で
あ
る
班
長
の
大
島
奈
美
さ
ん
に
認

定
証
と
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

五
人
と
も
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、「
わ

た
し
た
ち
が
八
○
万
人
目
に
な
る
と
は
思

っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。
お
金
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
感
想
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
融
資
料
館
で
は
、
今
後
も
ご
来
館
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

小
樽
に
お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
金

融
資
料
館
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
多

く
の
方
々
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

<

通
常
開
館
の
時
間>

【
開 

館
時
間
】
九
時
三
十
分
～
十
七
時
（
入

館
は
十
六
時
三
十
分
ま
で
）

【
休 

館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
月
曜
日
が
祝

日
・
振
替
休
日
の
と
き
は
、
そ
の
翌
日

以
降
の
最
初
の
平
日
）、
年
末
年
始

（
十
二
月
三
十
一
日
～
一
月
五
日
）、
こ

の
ほ
か
、
設
備
点
検
等
の
た
め
臨
時
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〇
一
三
四
―
二
一
―
一
一
一
一

※
最
新
の
開
館
情
報
は
金
融
資
料
館
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
3.boj.or.jp/otaru-m

/

行
楽
の
秋
・
学
習
の
秋

貨
幣
博
物
館
で
日
本
の
お
金
の

歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
貨
幣
博
物
館
の
常
設
展「
日
本
貨
幣
史
」

で
は
、
古
代
の
和
同
開か

い
ち
ん珎
、
中
世
の
渡
来
銭
、

江
戸
時
代
の
大
判
・
小
判
、
明
治
初
期
の
政

府
紙
幣
、
現
代
の
日
本
銀
行
券
を
は
じ
め
と

す
る
多
彩
な
所
蔵
資
料
に
よ
り
、
貨
幣
史
上

の
重
要
な
出
来
事
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
大
判
な
ど
の
重
さ
を
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
展
示
を
見

て
楽
し
く
学
べ
る
小
・
中
学
生
向
け
の
学

習
シ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

来
館
の
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
電
力
事
情
等
に
よ
り
開
館
時
間
・
休
館

日
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

最
新
の
開
館
情
報
は
貨
幣
博
物
館
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/cm
/

<

通
常
の
開
館
時
間>

【
開 

館
時
間
】
九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十

分
（
入
館
は
十
六
時
ま
で
）

【
休 

館
日
】
月
曜
日
、
祝
日
（
た
だ
し
、
土

曜
日
・
日
曜
日
と
重
な
る
場
合
は
開

館
）、
年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
九
日

～
一
月
四
日
）、
こ
の
ほ
か
、
展
示
入

れ
替
え
等
の
た
め
臨
時
休
館
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

明治期を代表する重厚にして典雅なルネッ
サンス様式建築の日本銀行旧小樽支店金融
資料館

JR東京駅

八重洲口

日本橋駅

日本銀行

地下鉄銀座線

外堀通り

中央通り

至神田

地
下
鉄
東
西
線

地
下
鉄
半
蔵
門
線

首
都
高
速

三越
前駅

三
越
前
駅

日本橋口

貨幣博物館

三越

日本ビル

コレド
日本橋

トラストタワー
鉄鋼ビル

永
代
通
り

八
重
洲
通
り

JXビル

三井記念
美術館

「認定証」と「記念品」を手に札幌支店長と記念撮影



NICHIGIN 2011 NO.2733

ト ピ ッ ク ス

「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
一
」
の

ご
案
内

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、十
月
三
十
日（
日
）

～
十
一
月
四
日（
金
）（
三
日〈
祝
〉を
除
く
）

の
期
間
、「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
一
」
と

題
し
て
、
休
日
本
店
見
学
ツ
ア
ー
・
市
民

講
座
・
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

①
休
日
本
店
見
学
ツ
ア
ー
（
十
月
三
十
日

〈
日
〉、
要
予
約
）：
通
常
平
日
の
み
に
実
施

し
て
い
る
ツ
ア
ー
を
休
日
に
開
催
し
ま
す
。

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
店
本

館
の
建
物
内
部
や
旧
地
下
金
庫
を
ご
案
内

し
ま
す
。

②
市
民
講
座
（
十
月
三
十
日
〈
日
〉
～

十
一
月
四
日
〈
金
〉［
三
日
〈
祝
〉
を
除
く
］、

要
予
約
）：
日
本
銀
行
の
役
割
や
日
銀
本
店

の
歴
史
、
お
金
を
め
ぐ
る
話
題
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
日
銀
職
員
が
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。
な
お
、
平
日
開
催
の
講
座
は
、
旧
地

下
金
庫
見
学
を
セ
ッ
ト
に
し
た
夜
間
講
座

で
す
（
十
八
時
三
十
分
開
始
）。

③
企
画
展
（
期
間
中
常
設
、
予
約
不
要
）：

本
店
本
館
内
に
特
設
し
た
展
示
室
に
て
、

日
本
銀
行
の
役
割
・
業
務
や
日
銀
本
店
の

歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
や
時
間
、
事
前
予
約
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.b

o
j.o

r.jp
/

【
会
場
】
日
本
銀
行
本
店

　
（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

　

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
五
六
八

親
子
で
楽
し
く
学
べ
る

体
験
型
イ
ベ
ン
ト

「
金
融
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
全
国
三
カ
所
で
開
催
し
ま
す

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
（
事
務
局:

日

本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内
）
は
、
金
融

や
経
済
の
基
礎
を
楽
し
く
学
べ
る
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
「
金
融
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
、
今
年
度
中
に
全
国
三
カ
所
で
開
催
し

ま
す
。

【
開
催
の
目
的
】

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
に
、
金
融
教
育
に
関
し
て
興
味
を
持

ち
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

①
暮
ら
し
に
役
立
つ
講
演
会

　

金
融
・
経
済
に
造
詣
の
深
い
有
識
者
を

講
師
に
迎
え
、
金
融
知
識
や
金
融
教
育
を

テ
ー
マ
と
す
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

講 

師
〈
東
京
会
場
〉

　

  

伊
藤
元
重
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
経
済

　
　
　
　
　
　

学
研
究
科
教
授
）　

　

 

住
田
裕
子
氏
（
弁
護
士
）

〈
京
都
会
場
〉

　

 

坂
東
眞
理
子
氏（
昭
和
女
子
大
学
学
長
）

　

 

和
泉
昭
子
氏
（
C
F
P
®
／
生
活
経
済

                        

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

〈
鹿
児
島
会
場
〉　

　

 

山
田
真
哉
氏
（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
）

対
象:

一
般

②
教
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

教
育
現
場
で
の
金
融
教
育
実
践
を
テ
ー

マ
に
、
講
話
、
実
践
報
告
、
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
い
ま
す
。

対
象:

教
員
、
教
職
を
目
指
す
大
学
生
・

　

大
学
院
生

京都会場　坂東眞理子氏×和泉昭子氏鹿児島会場　山田真哉氏

東京会場　伊藤元重氏×住田裕子氏
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③
親
子
の
た
め
の
お
か
ね
の
広
場

　

幅
広
い
年
代
に
人
気
の
「
ガ
チ
ャ
ピ
ン
・

ム
ッ
ク
」
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
、
楽

し
く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

○ 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
「
ガ
チ
ャ
ピ
ン
・

ム
ッ
ク
と
お
か
ね
の
こ
と
を
学
ぼ
う
」

⑤�

協
力
団
体
講
師
等
に
よ
る
金
融
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

当
委
員
会
の
関
係
・
協
力
団
体
の
講
師

が
、
保
険
や
資
産
運
用
、
金
融
犯
罪
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
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■このたび編集長に就任いたしました。ご挨拶を申し上げます
前に、まず、東日本大震災で犠牲となられた方々に謹んで哀悼
の意を表しますとともに、被災された皆さまに心よりお見舞い
を申し上げます。さて、私がこれまでに経験したことのある編
集の仕事といえば、小学校時代のガリ版刷り学級新聞が唯一の
事例であり、また、私が日本銀行において広報の仕事に携わる
のは、30年にわたる銀行生活の中で初めてのことであります（も
ちろん、日本銀行におけるさまざまな仕事に携わるに当たって
は、対外説明の重要性を意識してきたつもりではありますが）。
ということで、弊誌について、従来に劣らない出来栄えを維持
していけるかどうか、とても不安です。ただ、弱音を吐いてい
る間にも、次号の編集作業は確実に迫ってきます。ここは覚悟
を決め、「誠実な広報誌作り」をモットーとして、頑張っていき
たいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。    （鮎瀬）

■架橋 100 周年を迎えた日本橋をお祝いするため、今年は例
年にも増して華やかなイベントが行われました。夏の風物詩と
なった日本橋「橋洗い」は、地域住民や地元商店街、企業など
が参加して、持参したデッキブラシで橋をゴシゴシと洗い上げ
るイベントです。大人から子供まで約 1,600 名以上が一斉に
橋を洗う風景は圧巻で、水にぬれても気にせず、笑顔とともに
橋を一生懸命に洗うその姿には、日本橋への愛情を感じました。
また、日本橋船着場では東西の歌舞伎役者を招き「双十郎河岸」
記念碑の完成式典が華やかに行われました。江戸時代には五街
道の起点として日本の中心であった日本橋。伝統ある地に架か
るこの橋を渡るたび、かつてはここを行き交った先人に思いを
はせ、感慨深い気持ちで一杯になりました。                  （ＭＫ）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支店金融
資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵送はお取り扱
いしておりませんのでご了承ください。なお、既刊号全文を PDF ファ
イル形式で日本銀行ホームページ上に掲載していますのでご利用くだ
さい。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映してい
るものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する公式見解
については、日本銀行ホームページ（http://www.boj.or.jp/）をご覧
ください。 　

こ
の
ほ
か
、
金
融
教
育
に
関
す
る
資
料

を
提
供
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

【
申 

し
込
み
方
法
】
原
則
予
約
制
で
す
。
東

京
・
京
都
会
場
は
受
け
付
け
中
、
鹿
児

島
会
場
は
開
催
の
約
二
カ
月
前
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧 

く
だ
さ
い
。

　
　http://w

w
w

.festival2
0

1
1

.jp/

【
開 

催
日
程
】
東
京
（
十
月
二
十
三
日
）、
京

都
（
十
一
月
二
十
三
日
）、
鹿
児
島

（
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
九
日
）

○ 

お
か
ね
の
仕
事
体
験
「
中
央
銀
行
業
務

体
験
」「
カ
レ
ー
作
り
ゲ
ー
ム
」（
東
京

会
場
を
除
く
）

○
お
こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
（
東
京
会
場
の
み
）

○ 

貯
金
箱
作
り
コ
ー
ナ
ー
、
お
か
ね
ク
イ

ズ
、
お
か
ね
に
つ
い
て
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー

対
象:

小
学
生
・
保
護
者

④
親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト

　

お
か
ね
や
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
を

学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。「
忍
た
ま

乱
太
郎
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
!!
」

（
東
京
会
場
の
み
）

©FUJITV KIDS

キャラクターショーに登場する
「ガチャピン・ムック」

親子向けイベントに登場する
「忍たま乱太郎」

©NHK・尼子騒兵衛・
総合ビジョン




